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〈委員会報告〉

職業感染制御委員会・臨床研究推進委員会
新型コロナウイルス感染症診療における医療従事者の針刺し切創についての

アンケート調査
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，国内外
で流行の拡大が見られており，多くの医療従事者が対応
を迫られている．COVID-19は飛沫感染が主たる感染経
路であるものの，血中の PCR陽性がみられることから，
針刺し切創に伴う血液媒介リスクの評価が行われている．
日本環境感染学会 職業感染制御委員会ならびに臨床研
究推進委員会では，COVID-19診療における医療従事者
の針刺し切創の現状を明らかにすることを目的として，
2020年 12月から 2021年 1月に評議員（同一施設を含
む 335名）を対象に，1施設あたり評議員 1名から回答

としてWeb アンケートを実施した．回答は 95名（施
設）から得られた．
95施設の COVID-19診療状況は，51施設（53.7%）は

「ほぼ毎日入院している」と回答しており，一時的を含
めると併せて本調査のうち 85施設（89.5%）が過去 3ヶ
月に本感染症の診療を行っており，COVID-19針刺し切
創のフローは 81施設（85.3%）が整備していた．
針刺し切創は 7施設（7.4%）で報告がされていた．職
種では「医師」が 6施設，「看護師」が 1施設であった．
発生場所は「病室内」が 6施設，「心臓カテーテル室」が
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1施設であった．原因器材は「注射針」2施設，「静脈留
置針」2施設，「メス」2施設，「体液曝露」1施設であっ
た．事後対応としては，「受傷者の就業制限なし」が 6

施設と最も多く，「感染源の血清 PCR検査」1施設，「受
傷者の就業制限（7日）」1施設，「受傷者を濃厚接触者
と同様に検査と就業制限 10日」1施設であった．
本調査の制限事項として，本学会の評議員が所属する
施設を対象としていること，地域の流行状況や発生率を
含めた詳細の解析は行えていないことなどが挙げられる．
今回の調査において，COVID-19診療において医療従

事者の針刺し切創事例がみられることが明らかとなった．
今後，COVID-19の血液媒介リスクの評価や，対応方法
について検討していくことが重要であると考えられる．
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